
生活単元学習学習指導案

日 時 平成２３年１１月８日 ５校時

場 所 特別支援学級

指導者 Ｔ１ 教諭 佐藤玲子

Ｔ２ 教諭 若生佳子

Ｔ３ 教諭 田原久美

支援員 海道禎子

１ 単元名 「影絵劇を作ろう」

２ 単元について

（１）生徒観

＜略＞

（２）単元観

① 生活単元学習について

生活単元学習は，ほとんどの時間，３クラス合同で行っている。その理由としては，

お互いにコミュニケーションをとる活動場面を設定しやすく，相手の話をきちんと聞

き，自分の考えを確かめていくことができるからである。そのような関わりが，基本

的生活習慣を身に付けることにつながり，将来自立するための社会性を身に付けるこ

とになると考える。

② 影絵劇作りについて

影絵劇を発表するまでの学習過程において，台本の読み合わせや人形作り・背景場

面や人形操作などの様々な活動を通してお互いに相手と関わらなければならない。そ

れは相手の活動を受け入れた上で，自分の活動を行うということである。このような

学習は，コミュニケーション能力を育てるうえで大切な活動である。さらに，みんな

で協力して影絵劇を上演したという満足感やできたという自信にもつながるものと考

える。

（３）指導にあたって

本校校内研究の研究主題は，

「心豊かに生き生きと学びあう生徒の育成」である。特別支援学級では，研究主題を次

のように考え，指導にあたることにした。

① 「心豊かに」

・自分の役割を責任を持って果たすことができた充実感や，みんなと協力して一

つのことをやり遂げた達成感や満足感を味わうこと。

② 「生き生きと」

・日頃から身に付けている「しっかりと話を聞き，理解した上で活動する」とい

う学習習慣を生かし，一人一人が役割を担うような場面を生かして意欲的に学習

に取り組むこと。



③ 「学びあう」

・全員で劇を上演するという活動の中で，他者を認め，互いにコミュニケーショ

ンを図ること。

・他者との関わりの中で，新しい考えを知ったり，異なる考えを受け入れたりす

ること。

３ 単元の目標

（１）一人一人が最後まで責任を持って取り組み，やり遂げたという満足感を味わうこ

とができる。

（２）影絵人形の操作等，自分の役割を理解し，意欲的に取り組むことができる。

（３）学習の中で，お互いに認め合いながら協力する気持ちを育むことができる。

４ 指導計画（２０時間扱い 本時１９ ２０）

小単元名 主な学習内容 準備物 時数

台本の読み合わ

せをしよう

登場人物の気持ちになってセ

リフを読み合わせる。

台本
３

みんなのセリフ

を一人ずつ録音

しよう

それぞれの声を録音する。

効果音やＢＧＭを録音する。

ボイスレコーダー・台本・

ＣＤプレーヤー・ＣＤ
２

ＤＶＤを鑑賞し

よう

アニメ版を鑑賞し，ストーリ

ーを把握しイメージをつか

む。

テレビ・ＤＶＤ・ＤＶＤプ

レーヤー
２

影絵の人形を作

ろう

登場人物の人形を作る。 カラーボード・割りピン・

はさみ・カッター・プラ棒

など

４

人形の操作を練

習しよう

録音した声に合わせて人形操

作をする。背景を場面ごとに

舞台スクリーンに映す。

人形・絵コンテ・パソコン・

舞台・ＣＤ・ＣＤプレーヤ

ー・プロジェクター

６

リハーサル 本番と同じ流れで行い，反省

をもとに本番に備える。

舞台・人形・ＣＤ・ＣＤプ

レーヤー・パソコン・プロ

ジェクター・ビデオカメラ

１

影絵劇の発表会 影絵劇の発表をする。 舞台・人形・ＣＤ・ＣＤプ

レーヤー・パソコン・プロ

ジェクター・ビデオカメラ

１

本時

まとめと反省 振り返りをする。 感想記入用紙
１



５ 本時の指導

（１）小単元名「影絵劇の発表会」

（２）本時の目標

① 劇の流れを理解し，友達と協力して最後までやり遂げることができる。

② 自分の担当する人形の登場場面を理解し，自分の役割を進んで演じることが

できる。

③ 相手の人形の動きに合わせて，自分の人形を動かし演じることができる。

（３）生徒の実態・本時の目標・手だて（別紙）

（４）準備物及び場面図

① 準備物

・舞台，影絵用人形

・パソコン，プロジェクター

・ＣＤ，ＣＤプレーヤー

・ビデオカメラ，ＴＶ

② 場面図（別紙）

（５）指導過程（別紙）

（６）評価

① 劇の流れを理解し，相手の動きを見ながら最後までやり遂げることができた

か。

② 劇の中での自分の人形の登場場面がわかり，人形操作や背景操作などに意欲

的に取り組むことができたか。

③ 相手の人形の動きに合わせて，人形操作や背景操作を行うことができたか。



＜別紙＞５（５）指導過程
段階 主な学習内容 教師の働きかけ 生徒の学習活動 と教師の支援（＊）
時間 生徒 A 生徒 B 生徒 C 生徒Ｄ 生徒Ｅ 生徒Ｆ 生徒Ｇ

導入 １集合・挨拶 ・姿勢を正しくさ
１０分 せ，しっかり挨拶 姿勢を正しくして，教師のほうに注目して挨拶する。

させる。
２学習内容の確認 ・劇の発表会であ

ることを確認させ
る。

３劇の始まりの ・劇の始まりをつ ・客席に注目 ・客席に注目 ・客席に注目 ・客席に注目し ・客席にむか ・客席に注目
挨拶 げる挨拶をさせ して挨拶する。 し て 挨 拶 す して挨拶する。 て挨拶する。 ってはっきり し て 挨 拶 す

る。 る。 と挨拶する。 る。
自分の席に

４劇の準備 ・全員に劇のスタ すわる。 それぞれ，自分の分担にしたがって所定の位置につく。
ンバイをさせる。

展開 ５影絵劇の上演 ・舞台の裏で生徒
３０分 の活動を支援す それぞれ，自分の分担にしたがって人形操作・背景操作をする。

る。 自分の席で
影絵劇の上 ・人形操作 ・人形操作 ・人形操作 ・人形操作 ・始めの挨拶 ・人形操作

＊Ｔ１…人形操作 演を見学す （ザネリ） （ジョバンニ） （先生） （カンパネルラ） ・ＣＤ操作 （お母さん）
の支援 る。 （マルソ） （家庭教師） ・パソコン （女の子）

（下手側にいる） ＊支援員… （カンパネル ・ナレーショ ・終わりの挨
近くに寄り ラの父） ン 拶

＊Ｔ２…人形操作 添って声を
の支援 掛けながら タイトル（劇の始まり）の映像とともにみんなで声をそろえて「銀河鉄道の夜」と言う。

（プロジェクター 支援する。
とスクリーンの
間にいる） シーン１ Ｔ３…先生に ＊Ｔ１…先生 Ｔ３…人形が斜 Ｔ２…パソコ

＊Ｔ３…人形操作 指されて立つ の手が下がら めにならないよ ン操作を間違
の支援 ときのタイミ ないように手 うに手を添え えないように

（上手側にいる） ングを外さな を添える。 る。 声掛けする。
いように声を
掛ける。

シーン２ Ｔ１…遅れな Ｔ３…お母さ
いで登場する んをゆっくり
ように声を掛 動かすように
ける。 声を掛ける。

シーン３ Ｔ３…一歩前 Ｔ１…後ずさ Ｔ２…子ども
に出るような りをしたりな 達の背景人形
強い動きをす どの動きをす をお祭りの雰
るように声を るように声を 囲気のように
掛ける。 掛ける。 動かすよう指

Ｔ２…暗転 示する。

シーン４ Ｔ３…船に揺 Ｔ１…周りの Ｔ３…川岸を振 Ｔ２…船の大
られているよ 景色を見なが り返る動きを忘 きさを人に合
うに体を動か ら動くように れないように声 わせて出すよ
すよう声掛け。 声掛けする。 を掛ける。 うに指示。

シーン５ Ｔ１…周りの
景色を見なが
ら動くように

Ｔ２…暗転 声掛けする。

シーン６ Ｔ２…汽車の Ｔ３…相手の Ｔ１…相手の人
大きさを人形 人形の動きを 形の目線に合わ
に合わせて出 見て合わせる せて話しをする
すよう声掛け。 ように声掛け ように声掛け。

シーン７ Ｔ２…汽車が Ｔ１…汽車か Ｔ３…時計を Ｔ１…汽車から
ふらふら動か ら降りるとこ 出すタイミン 降りるところを
ないように押 ろを忘れない グを合わせる 忘れないように
さえるように ように指示。 ように声掛け。 指示。
声掛け。

シーン８ Ｔ３…対話の Ｔ１…女の子 Ｔ３…対話の相 Ｔ１…家庭教
相手の視線を に寄り添う姿 手の視線を見る 師との立つ間
見るように手 勢で立つよう ように手を添え 隔に気をつけ
を添える。 に指示する。 る。 るように指示

シーン９ Ｔ３…相手の Ｔ１…静かに Ｔ３…女の子の Ｔ１…人形を
動きをじっと そっといなく 話を聞くときに スクリーンか
見て動かない なるように指 動かないように ら遠ざけて大
ように指示す 示する。 立っているよう きく映すよう
る。 に手を添える。 に声掛け。

シーン 10 Ｔ３…周りを Ｔ１…いつの Ｔ３…消えるよ Ｔ１…いつの
見回し驚いた まにかいなく うにそっと出る まにかいなく
表情をつける なるようにそ ように声を掛け なるようにそ
ように指示す っと出るよう る。 っと出るよう

Ｔ２…暗転 る。 指示する。 指示する。

シーン 11 Ｔ１…登場の Ｔ３…場面の Ｔ１…時計を Ｔ２…群衆の
タイミングを 変化に合った 見るタイミン 動きと位置を
はずさないよ 動きを出すよ グを合わせる 決めて動かす
うに声を掛け うに声を掛け ように声を掛 ように指示す
る。 る。 ける。 る。

シーン 12 Ｔ３…立ち位
置を確かめる
ように声掛け

終結 ６人形紹介と感想 ・全員に作文を読
１０分 発表 ませ，今日の感想 自分の席で 自分の操作した人形の紹介と活動を振り返っての作文・今日の感想を発表する。

を発表させる。 みんなの話
７劇の終わりの挨 ・劇の終わりをつ を聞く。 ・客席に注目 ・客席に注目 ・客席に注目 ・客席に注目し ・客席に注目 ・客席にむか

拶 げる挨拶をさせ して挨拶する。 し て 挨 拶 す して挨拶する。 て挨拶する。 し て 挨 拶 す ってはっきり
る。 る。 る。 と挨拶する。

８集合・挨拶 ・姿勢を正しくさ
せ，しっかり挨拶 姿勢を正しくして，教師のほうに注目して挨拶する。
させる。


